
ト
レ
ル
チ
の
『
社
会
教
説
』
と
《
社
会
学
的
基
本
図
式
》高

　
野
　
晃
　
兆

は
じ
め
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
き

　
エ
ル
ン
ス
ト
・
ト
レ
ル
チ
著
『
キ
リ
ス
ト
教
の
諸
教
会
と
諸
集
団
の
社
会
教
説
』
（
以
下
『
社
会
教
説
』
と
略
す
）
に
お
い
て
は
周
知
の

よ
う
に
「
教
会
」
、
「
セ
ク
ト
」
、
「
神
秘
主
義
」
の
三
概
念
が
有
名
で
あ
る
。
し
か
し
『
社
会
教
説
』
が
最
初
、
『
社
会
科
学
並
び
に
社
会
政

　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
こ

策
論叢
』
第
二
十
六
巻
に
発
表
さ
れ
た
と
き
の
「
序
論
」
で
は
重
要
な
概
念
は
《
社
会
学
的
基
本
図
式
》
だ
け
で
あ
っ
た
。

　こ
の
語
は
後
に
説
明
さ
れ
る
よ
う
に
、
キ
リ
ス
ト
教
の
根
本
思
想
を
神
と
人
間
と
の
、
並
び
に
人
間
相
互
の
関
係
で
表
現
し
よ
う
と
す

る
語
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
『
社
会
教
説
』
に
お
い
て
は
重
要
な
概
念
で
あ
る
。
『
社
会
教
説
』
に
お
い
て
は
教
会
・
セ
ク
ト
・
神
秘
主
義
の

三
概
念は
注
目
さ
れ
、
《
社
会
学
的
基
本
図
式
》
は
注
目
さ
れ
な
か
っ
た
。
ト
レ
ル
チ
は
教
会
史
上
の
キ
リ
ス
ト
教
信
徒
の
集
ま
り
の
い
ろ

い
ろ
の
タ
イ
プ
を
分
類
し
て
、
教
会
・
セ
ク
ト
・
神
秘
主
義
に
類
型
化
し
た
。
し
た
が
っ
て
こ
の
分
類
・
類
型
化
は
歴
史
的
事
実
を
根
拠

に
し
て
い
る
。
そ
れ
故
、
読
者
に
受
け
入
れ
ら
れ
や
す
い
と
言
え
る
。
そ
れ
に
対
し
て
《
社
会
学
的
基
本
図
式
》
は
キ
リ
ス
ト
教
の
根
本

思
想を
ト
レ
ル
チ
が
簡
潔
に
表
現
し
よ
う
と
し
た
試
み
で
あ
る
。
こ
の
試
み
が
読
者
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
に
は
二
つ
の
問
題
が
あ
る
。
ま

ト
レ
ル
チ
の
『
社
会
教
説
』
と
《
社
会
学
的
基
本
図
式
》
（
高
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
一



一
五
二

ず第
一
は
キ
リ
ス
ト
教
の
根
本
思
想
の
ト
レ
ル
チ
に
よ
る
理
解
に
賛
同
し
て
も
ら
え
る
か
ど
う
か
の
問
題
で
あ
る
。
第
二
は
こ
の
根
本
思

想を
簡
潔
に
表
現
す
る
こ
と
の
賛
否
の
問
題
で
あ
る
。
ト
レ
ル
チ
は
こ
の
二
つ
の
問
題
を
読
者
が
理
解
し
や
す
い
よ
う
に
叙
述
し
て
い
る

と
は
思
え
な
い
。
し
か
し
キ
リ
ス
ト
教
の
根
本
思
想
を
簡
潔
に
表
現
す
る
と
い
う
ト
レ
ル
チ
の
試
み
を
筆
者
は
積
極
的
に
評
価
し
た
い
。

そ
れ
故
、
本
稿
は
ト
レ
ル
チ
の
試
み
が
世
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
た
め
の
一
助
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
執
筆
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

一　
ト
レ
ル
チ
研
究
史
に
お
け
る
《
社
会
学
的
基
本
図
式
》
の
考
察
の
過
程

　ト
レ
ル
チ
の
死
後
の
比
較
的
早
い
段
階
で
社
会
学
的
基
本
図
式
と
い
う
語
が
見
ら
れ
る
の
は
、
ハ
イ
ン
ツ
・
ホ
ル
ス
ト
・
シ
ュ
ラ
イ
「
エ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
こ

ル
ン

ス
ト
・
ト
レ
ル
チ
と
彼
の
仕
事
」
で
あ
る
。
『
社
会
教
説
』
に
お
い
て
「
ト
レ
ル
チ
が
彼
の
テ
ー
マ
を
分
解
し
た
四
つ
の
問
い
と
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ゑ

（
一
）
個
人と
共
同
体
の
関
係
の
ど
う
い
う
基
本
図
式
が
イ
エ
ス
の
福
音
と
必
然
的
に
結
び
つ
く
の
か
〔
（
二
）
～
（
四
）
は
省
略
〕
」
。
こ
こ

で
シ

ュ
ラ
イ
は
基
本
図
式
と
は
個
人
と
共
同
体
の
関
係
で
あ
る
と
い
う
。
福
音
の
《
社
会
学
的
基
本
図
式
》
を
ト
レ
ル
チ
は
、
一
方
に
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ゑ

絶
対的
な
個
人
主
義
が
あ
る
と
言
っ
て
い
る
が
、
こ
の
理
解
の
仕
方
を
「
あ
ま
り
に
も
個
人
主
義
的
で
あ
る
」
と
批
判
す
る
。
こ
の
場
合

は
基
本
図
式
と
い
う
概
念
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
く
て
、
福
音
に
お
け
る
宗
教
的
個
人
主
義
と
い
う
理
解
が
問
題
と
な
っ
て
い

る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
リ

　
シ
ュ
ラ
イ
の
論
文
の
翌
年
に
出
版
さ
れ
た
の
が
ワ
ル
タ
ー
・
ケ
ー
ラ
ー
『
エ
ル
ン
ス
ト
・
ト
レ
ル
チ
』
で
あ
る
。
ケ
ー
ラ
ー
は
《
社
会

学
的

基
本図
式
》
と
い
う
語
を
使
っ
て
い
な
い
が
、
内
容
的
に
は
《
社
会
学
的
基
本
図
式
》
に
相
当
す
る
《
社
会
学
的
構
造
》
と
い
う
語

　
　
　
　
　
ハ
ヱ

を
使
っ
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
《
社
会
学
的
構
造
》
が
重
要
な
概
念
で
あ
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
述
べ
て
い
な
い
。



　
《
社
会
学
的
基
本
図
式
》
の
概
念
の
重
要
性
を
は
っ
き
り
と
認
識
し
、
こ
の
概
念
に
つ
い
て
ペ
ー
ジ
を
割
い
た
の
は
、
マ
ン
フ
ン
ッ
ド
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
さ

ヴ
ィ
ヘ
ル
ハ
ウ
ス
『
十
九
世
紀
と
エ
ル
ン
ス
ト
・
ト
レ
ル
チ
に
お
け
る
教
会
史
記
述
と
社
会
学
』
で
あ
る
。
こ
の
書
物
の
第
二
章
「
ト
レ

ルチ
の
教
会
史
の
概
要
」
に
お
い
て
《
社
会
学
的
基
本
図
式
》
が
論
じ
ら
れ
る
。
ト
レ
ル
チ
は
マ
ル
ク
ス
の
上
部
構
造
・
下
部
構
造
論
を

相
対的
な
意
味
で
受
け
入
れ
、
そ
し
て
こ
の
下
部
構
造
に
つ
き
さ
さ
っ
て
い
る
「
あ
る
特
定
の
、
そ
の
該
当
す
る
文
化
圏
固
有
の
心
的
特

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ユ

質
」
が
あ
る
と
言
う
。
こ
の
心
的
特
質
こ
そ
《
社
会
学
的
基
本
図
式
》
で
あ
る
と
ヴ
ィ
ヘ
ル
ハ
ウ
ス
は
言
う
。
ヴ
ィ
ヘ
ル
ハ
ウ
ス
の
こ
の

解釈
に
つ
い
て
は
後
に
取
り
上
げ
る
。

　
ヴ
ィ
ヘ
ル
ハ
ウ
ス
は
《
社
会
学
的
基
本
図
式
》
の
重
要
性
を
認
識
し
て
い
る
が
、
彼
の
叙
述
に
お
い
て
は
教
会
・
セ
ク
ト
・
神
秘
主
義

の

流
れを
原
始
キ
リ
ス
ト
教
か
ら
追
う
こ
と
を
中
心
と
し
、
社
会
学
的
基
本
図
式
は
そ
れ
に
添
え
ら
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。

　
次
に

《
社
会
学的
基
本
図
式
》
と
い
う
概
念
が
見
ら
れ
る
の
は
、
ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
・
シ
ュ
テ
ー
ゲ
マ
ン
「
社
会
教
説
に
お
け
る
原
始

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
エ

キ
リ
ス
ト
教
の
解
釈
の
た
め
に
」
で
あ
る
。
し
か
し
《
社
会
学
的
基
本
図
式
》
の
意
味
を
深
く
考
察
し
た
り
、
或
い
は
そ
の
重
要
性
に
つ

い

て言
及
し
て
は
い
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
り

　
『
歴
史
と
現
代
に
お
け
る
宗
教
』
第
四
版
の
ト
レ
ル
チ
の
項
の
執
筆
者
は
グ
ラ
ー
フ
で
あ
る
。
グ
ラ
ー
フ
の
文
章
は
、
《
社
会
学
的
基
本

図
式
》
が
キ
リ
ス
ト
教
の
理
念
が
現
実
の
世
界
に
お
い
て
は
不
完
全
な
形
で
の
み
実
現
さ
れ
う
る
、
但
し
中
世
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
と
近
代
カ

ル
ヴ
ィ
ニ
ズ
ム
だ
け
は
相
対
的
に
統
一
的
な
、
現
世
形
成
の
力
を
発
揮
し
た
、
と
要
約
さ
れ
う
る
。
グ
ラ
ー
フ
は
紙
面
の
制
約
上
詳
し
く

は
論
じ
て
い
な
い
が
、
《
社
会
学
的
基
本
図
式
》
が
重
要
な
概
念
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

ト
レ
ル
チ
の
『
社
会
教
説
』
と
《
社
会
学
的
基
本
図
式
》
（
高
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
三



一
五
四

二　
《
社
会
学
的
基
本
図
式
》
の
意
味
、
同
義
語

　
『
社
会
教
説
』
で
最
も
基
礎
に
な
る
概
念
で
あ
る
《
社
会
学
的
基
本
図
式
》
の
意
味
を
考
察
す
る
。
こ
の
語
の
意
味
に
関
し
て
よ
く
引
用

さ
れ
る
の
は
『
社
会
教
説
』
の
「
序
論
」
の
最
後
の
一
節
で
あ
る
。

　
「
わ
れ
わ
れ
は
至
る
と
こ
ろ
で
ま
ず
第
一
に
キ
リ
ス
ト
教
の
固
有
の
社
会
学
的
理
念
と
こ
の
理
念
の
拡
充
及
び
組
織
に
つ
い
て
問
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
理
念
の
中
に
は
そ
う
い
う
場
合
い
つ
も
〈
人
間
の
生
活
関
係
一
般
の
普
遍
的
な
基
本
図
式
の
、
本
来

的
に
宗
教
的
な
共
同
体
或
い
は
教
会
の
限
界
を
越
え
て
い
く
、
理
想
〉
が
保
持
さ
れ
て
い
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
問
題
は
そ
う
い
う
場
合
ま

ず
、
基
本
図
式
は
他
の
諸
関
係
へ
ど
こ
ま
で
入
っ
て
い
く
の
か
、
こ
の
基
本
図
式
は
他
の
諸
関
係
に
ど
の
よ
う
に
影
響
を
及
ぼ
す
か
、
こ

の

基
本図
式
は
他
の
諸
関
係
に
よ
っ
て
反
作
用
と
し
て
ど
の
よ
う
な
影
響
を
受
け
る
か
、
そ
し
て
こ
れ
ら
す
べ
て
に
お
い
て
生
の
内
面
的

統
一
が
ど
こ
ま
で
実
現
さ
れ
る
の
か
、
ま
た
実
現
さ
れ
う
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
」
（
H
”
辰
）
。

　
上
記
文章
の
意
味
は
次
の
よ
う
に
解
さ
れ
る
。
「
人
間
の
生
活
関
係
一
般
の
普
遍
的
な
基
本
図
式
」
、
つ
ま
り
キ
リ
ス
ト
教
の
教
会
の
場

合
な
ら
ば
、
教
会
の
根
本
思
想
を
教
会
外
の
世
界
へ
浸
透
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
が
ま
ず
問
題
と
な
る
。
次
に
、
教
会
外
の
世
界
か
ら
教
会

の

根
本
思想
へ
反
作
用
を
受
け
る
。
上
記
文
章
の
「
宗
教
的
な
共
同
体
」
は
教
会
の
み
な
ら
ず
、
セ
ク
ト
を
も
意
味
し
う
る
か
ら
、
セ
ク

ト
も
基
本
図
式
を
持
ち
う
る
。
更
に
、
「
都
市
国
家
と
軍
隊
に
お
い
て
成
長
し
た
古
代
の
社
会
学
的
基
本
図
式
が
キ
リ
ス
ト
教
に
よ
っ
て

解体
さ
れ
た
」
（
H
し
㎝
H
）
と
ト
レ
ル
チ
は
述
べ
て
い
る
か
ら
、
ロ
ー
マ
帝
国
の
よ
う
な
政
治
的
共
同
体
も
社
会
学
的
基
本
図
式
を
持
っ

た
。　

《
社
会
学
的
基
本
図
式
》
の
意
味
を
も
う
少
し
考
察
し
よ
う
。
『
社
会
教
説
』
の
ル
タ
ー
派
の
《
社
会
学
的
基
本
図
式
》
を
論
じ
て
い
る



く
だ
り
の
文
章
を
使
用
す
る
と
、
「
神
の
人
間
に
対
す
る
関
係
が
家
父
長
的
で
あ
る
よ
う
に
、
人
間
相
互
の
関
係
も
家
父
長
的
と
な
る
。
…
…

君
主
は国
父
と
な
り
、
臣
下
は
い
き
α
Φ
の
匠
巳
興
と
な
り
、
領
主
は
○
暮
ω
＜
讐
R
と
な
り
、
農
民
は
○
暮
ω
匠
ロ
住
霞
と
な
る
。
…
…
ル
タ
ー

は
こ
の
基
本
図
式
を
彼
の
教
義
問
答
に
書
い
た
。
そ
し
て
ル
タ
ー
倫
理
の
こ
の
基
本
文
書
で
も
っ
て
こ
の
基
本
図
式
は
限
り
な
く
繰
り
返

さ
れ
て
ル
タ
ー
派
の
信
徒
の
魂
に
叩
き
込
ま
れ
た
」
（
H
℃
㎝
㎝
に
゜
）
。
こ
の
文
章
か
ら
ト
レ
ル
チ
の
い
う
《
基
本
図
式
》
と
は
神
と
人
間
と
の

関
係
、
並
び
に
人
間
相
互
の
関
係
と
解
さ
れ
る
。

　
次
に
、
ト
レ
ル
チ
の
《
社
会
学
的
》
の
意
味
を
考
察
す
る
。
ト
レ
ル
チ
は
『
社
会
教
説
』
に
お
い
て
は
《
社
会
学
的
》
な
る
語
の
説
明

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
り

を
一
切
し
て
い
な
い
。
ゲ
ル
ト
・
タ
イ
セ
ン
『
原
始
キ
リ
ス
ト
教
の
社
会
学
の
た
め
の
研
究
』
に
お
い
て
、
ヴ
ェ
ー
バ
ー
の
イ
デ
ア
ル
テ
ィ
ー

プ
ス

の

概念
が
説
明
さ
れ
、
ト
レ
ル
チ
の
教
会
・
セ
ク
ト
・
神
秘
主
義
も
イ
デ
ア
ル
テ
ィ
ー
プ
ス
で
あ
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
る
。

　
以
上
の

考
察よ
り
、
《
社
会
学
的
基
本
図
式
》
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
教
会
の
場
合
な
ら
ば
、
教
会
の
根
本
思
想
を
神
と
人
聞
の
、
並
び
に

人間
相
互
の
理
想
的
な
関
係
で
表
現
し
よ
う
と
し
た
も
の
と
解
さ
れ
う
る
。

　
『
社
会
教
説
』
に
お
い
て
《
社
会
学
的
基
本
図
式
》
の
同
義
語
と
し
て
《
社
会
学
的
理
想
》
（
ど
ト
。
O
ω
）
、
《
社
会
学
的
基
本
理
想
》
（
H
b
逡
）
、

《
社
会
学
的
基
本
理
念
》
（
押
゜
。
°
。
O
）
、
《
社
会
学
的
基
本
思
想
》
（
押
b
。
°
。
①
）
、
更
に
《
社
会
学
的
態
度
と
感
情
の
基
本
図
式
》
（
H
”
置
O
）
と
い

う
表
現
も
見
ら
れ
る
。

ト
レ
ル
チ
の
『
社
会
教
説
』
と
《
社
会
学
的
基
本
図
式
》
（
高
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
五



一
五
六

三
　
福
音
の

根
本
思
想と
《
社
会
学
的
基
本
図
式
》

（
一
）イ
エ
ス
の
説
教
の
根
本
思
想

　そ
れ
は
神
の
国
の
到
来
を
告
げ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
神
の
国
が
到
来
し
た
と
き
に
、
神
に
顔
を
あ
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
人
は
心
の

純粋
な
人
で
あ
る
。
こ
れ
が
倫
理
的
な
基
本
的
要
求
で
あ
る
。
こ
の
根
本
思
想
か
ら
福
音
の
《
社
会
学
的
基
本
図
式
》
が
引
き
出
さ
れ
る
。

（二
）
福
音
の
社
会
学
的
基
本
図
式

　
福
音
の

根
本
思
想
から
「
社
会
学
的
構
造
が
生
じ
る
」
（
H
”
G
。
り
）
。
ト
ン
ル
チ
は
福
音
の
社
会
学
的
構
造
を
絶
対
的
個
人
主
義
と
絶
対
的

普
遍
主義
の
二
重
構
造
だ
と
い
う
。

　
「
こ
の
個
人
主
義
は
そ
の
存
在
の
根
拠
と
権
利
と
を
神
と
の
交
わ
り
の
う
ち
に
あ
る
こ
と
に
、
或
い
は
…
…
神
の
子
で
あ
る
こ
と
の
う
ち

に持
っ
て
い
る
」
（
H
b
り
）
。
神
の
子
で
あ
る
条
件
は
「
神
の
国
が
到
来
し
た
と
き
に
、
神
に
顔
を
あ
わ
せ
る
場
合
の
心
の
純
粋
さ
で
あ
る
」

（H
矯
゜
。
㎝
）
。
福
音
に
お
い
て
は
「
心
の
純
粋
さ
」
だ
け
あ
れ
ば
、
信
仰
の
ゲ
マ
イ
ン
デ
も
祭
儀
も
祭
司
も
不
要
な
の
で
あ
る
。
こ
の
宗
教
の

世界
に
し
か
存
在
し
な
い
個
人
主
義
の
こ
と
を
ト
レ
ル
チ
は
絶
対
的
宗
教
的
個
人
主
義
と
呼
ん
で
い
る
。

　次
に
、
絶
対
的
な
普
遍
主
義
が
い
か
に
し
て
生
ず
る
の
か
。
心
の
純
粋
な
人
た
ち
が
「
神
に
お
い
て
出
会
う
」
、
或
い
は
「
神
に
お
い
て

統
一
さ
れ
る
」
、
「
神
に
お
い
て
結
ば
れ
る
」
こ
と
に
よ
っ
て
神
を
中
心
と
し
た
「
絶
対
的
な
愛
の
共
同
体
」
、
神
の
子
の
共
同
体
が
生
ま
れ

る
。
「
福
音
の
兄
弟
愛
と
隣
人
愛
と
い
う
の
は
神
に
お
い
て
統
一
さ
れ
た
も
の
の
結
束
で
あ
り
、
愛
の
証
明
に
よ
る
真
の
生
の
価
値
に
対
す

る
理
解
の
啓
示
と
覚
醒
で
あ
り
、
…
…
神
的
な
愛
の
火
の
な
か
で
の
地
上
的
な
偏
狭
性
と
現
世
執
着
性
の
融
解
で
あ
る
」
（
H
退
H
）
。
現
世

的
な
偏
狭
性
の
融
解
に
よ
っ
て
普
遍
主
義
が
生
ま
れ
る
。
「
か
く
て
絶
対
的
な
個
人
主
義
か
ら
同
じ
く
絶
対
的
な
普
遍
主
義
が
生
成
す
る
」



（
H
退
H
）
と
ト
レ
ル
チ
は
言
う
。

四　
パ
ウ
ロ
に
よ
る
新
し
い
祭
儀
ゲ
マ
イ
ン
デ
の
成
立
と
《
社
会
学
的
基
本
図
式
》

（
一
）新
し
い
祭
儀
ゲ
マ
イ
ン
デ
の
成
立

　
パウ
ロ
に
お
け
る
世
界
教
会
と
い
う
組
織
は
セ
ク
ト
か
ら
教
会
へ
の
変
更
と
い
う
意
味
で
の
「
思
想
の
本
質
的
変
更
を
告
げ
る
」
（
H
”

朝゜。
）

。

パウ
ロ
の
回
心
に
お
い
て
イ
エ
ス
は
霊
と
な
る
。
キ
リ
ス
ト
教
は
パ
ウ
ロ
の
信
仰
に
お
い
て
〈
キ
リ
ス
ト
の
言
葉
〉
へ
の
信
仰
で
は

な
く
て
、
〈
キ
リ
ス
ト
の
霊
〉
へ
の
信
仰
と
な
る
（
員
凸
①
）
。

　
「
神
の
国
を
待
ち
焦
が
れ
つ
つ
、
神
の
国
に
備
え
つ
つ
あ
る
、
イ
エ
ス
の
信
仰
者
の
自
由
な
か
つ
流
動
的
な
ゲ
マ
イ
ン
デ
」
が
、
イ
エ
ス

が
霊と
解
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
天
に
い
ま
す
キ
リ
ス
ト
へ
移
植
さ
れ
る
手
段
と
し
て
の
洗
礼
と
主
の
聖
餐
に
よ
っ
て
、
少
な
く
と
も

理
想
の

状態
で
は
、
非
常
に
よ
く
ま
と
ま
っ
て
い
る
独
立
し
た
宗
教
共
同
体
と
な
る
。
そ
れ
は
新
し
い
祭
儀
で
あ
る
」
（
H
翫
c
。
h
°
）
。

　も
ち
ろ
ん
パ
ウ
ロ
の
思
想
は
「
福
音
の
本
質
的
な
傾
向
に
よ
っ
て
満
た
さ
れ
て
」
お
り
、
「
福
音
の
倫
理
の
根
本
的
な
諸
傾
向
は
存
続
す

る
。
し
か
し
祭
儀
ゲ
マ
イ
ン
デ
の
倫
理
と
し
て
新
し
い
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
帯
び
る
」
（
H
”
紹
）
。
福
音
に
お
い
て
は
心
が
純
粋
で
あ
れ
ば
、
神

の国
を
待
つ
こ
と
が
で
き
た
の
に
、
祭
儀
ゲ
マ
イ
ン
デ
の
形
成
に
よ
っ
て
祭
儀
ゲ
マ
イ
ン
デ
へ
の
加
入
が
要
求
さ
れ
る
。
そ
の
こ
と
に
よ
っ

て

「
社
会
学
的

構
造は
も
ち
ろ
ん
強
い
変
化
を
う
け
る
。
福
音
の
非
常
に
普
遍
的
な
個
体
理
念
と
非
常
に
自
由
で
流
動
的
な
共
同
体
理
念

は
非
常
に
先
鋭
化
し
、
は
っ
き
り
意
味
の
狭
い
も
の
と
な
る
」
（
H
温
O
）
。

ト
レ
ル
チ
の
『
社
会
教
説
』
と
《
社
会
学
的
基
本
図
式
》
（
高
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
七



一
五
八

（二
）
パ
ウ
ロ
の
祭
儀
ゲ
マ
イ
ン
デ
と
《
社
会
学
的
基
本
図
式
》

　
宗
教
的
平
等性
と
不
平
等
性
。
宗
教
的
領
域
の
個
人
主
義
的
か
つ
普
遍
主
義
的
体
系
は
い
ず
れ
平
等
を
要
求
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
こ

で
の

平
等
思
想は
純
粋
に
宗
教
的
領
域
に
限
ら
れ
る
。
「
そ
れ
は
純
粋
に
神
の
前
で
の
、
ま
た
神
に
お
け
る
平
等
性
で
あ
る
」
（
H
”
O
H
）
。
こ

の

平
等性
は
神
と
の
隔
た
り
の
平
等
性
で
あ
る
。
こ
れ
を
ト
レ
ル
チ
は
消
極
的
な
平
等
性
と
言
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
神
か
ら
与
え

ら
れ
る
恩
寵
に
関
わ
る
平
等
性
を
ト
レ
ル
チ
は
積
極
的
な
平
等
性
と
言
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
こ
の
消
極
的
な
平
等
性
か
ら
積
極
的
な
平

等性
へ
す
べ
て
の
人
が
移
れ
る
の
か
。
召
命
の
不
平
等
は
早
い
か
遅
い
か
だ
け
で
あ
っ
て
、
最
後
に
は
す
べ
て
の
も
の
が
救
わ
れ
る
。
こ

れ
が
パウ
ロ
の
打
開
策
で
あ
る
。

（三
）
現
世
的
不
平
等
性
の
問
題
と
家
父
長
主
義

　
地
上
の

不
平
等性
の
問
題
が
残
っ
て
い
る
。
「
地
上
の
不
平
等
性
の
宗
教
的
承
認
と
宗
教
的
克
服
」
（
H
”
①
『
）
の
た
め
に
キ
リ
ス
ト
教
的

家
父
長
主
義と
い
う
タ
イ
プ
が
つ
く
ら
れ
た
。
福
音
の
《
社
会
学
的
基
本
図
式
》
は
理
想
の
神
の
子
の
共
同
体
の
《
社
会
学
的
基
本
図
式
》

であ
り
、
パ
ウ
ロ
の
祭
儀
ゲ
マ
イ
ン
デ
は
生
身
の
人
間
の
共
同
体
で
あ
る
の
で
、
上
述
の
祭
儀
ゲ
マ
イ
ン
デ
へ
の
加
入
と
い
う
条
件
に
加

え
て
、
信
仰
的
に
弱
い
人
に
手
を
差
し
伸
べ
る
家
父
長
主
義
の
指
導
や
規
制
が
必
要
で
あ
る
分
、
パ
ウ
ロ
の
祭
儀
ゲ
マ
イ
ン
デ
の
《
社
会

学的
基
本
図
式
》
ば
狭
阻
化
さ
れ
る
。



五
　
初
期カ
ト
リ
シ
ズ
ム
と
《
社
会
学
的
基
本
図
式
》

（
】
）
初期
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
の
成
立

　ト
レ
ル
チ
は
初
期
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
の
教
会
タ
イ
プ
を
パ
ウ
ロ
主
義
の
継
続
形
成
と
し
て
描
い
て
い
る
。
パ
ウ
ロ
の
時
に
形
成
さ
れ
た
キ

リ
ス
ト
教
の
祭
儀
は
時
の
経
過
と
と
も
に
統
一
的
見
解
を
必
要
と
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
「
こ
の
要
求
か
ら
と
り
わ
け
独
特
の
キ
リ
ス
ト
教

的
祭
司
制
度
、
司
教
職
が
生
じ
た
。
…
…
こ
れ
が
、
パ
ウ
ロ
主
義
以
後
の
、
福
音
か
ら
の
偉
大
な
第
二
の
形
成
、
即
ち
初
期
カ
ト
リ
シ
ズ

ム

の成
立
で
あ
る
」
（
H
”
°
。
ら
h
）
。
こ
の
初
期
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
の
成
立
を
ト
レ
ル
チ
は
「
絶
対
的
な
宗
教
的
個
人
主
義
と
普
遍
主
義
と
い
う

本
来的
な
社
会
学
的
思
想
の
大
幅
な
、
異
常
な
狭
陸
化
で
あ
る
」
（
H
噂
゜
。
①
）
と
言
う
。

（二
）
教
会
の
有
機
的
組
織
化

　
上記
の
思
想
の
完
成
に
よ
っ
て
、
教
会
は
〔
国
家
と
並
ぶ
〕
固
有
の
有
機
的
組
織
と
な
る
。
こ
の
有
機
的
組
織
は
中
世
カ
ト
リ
シ
ズ
ム

に

お

い
て

完成
さ
れ
る
。

（三
）
初
期
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
の
《
社
会
学
的
基
本
図
式
》

　ト
レ
ル
チ
は
初
期
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
の
節
で
は
社
会
学
的
基
本
図
式
と
い
う
項
を
特
に
設
け
て
い
な
い
。
上
記
に
お
い
て
引
用
し
た
よ
う

に

「絶
対的
な
宗
教
的
個
人
主
義
と
普
遍
主
義
と
い
う
本
来
的
な
社
会
学
的
基
本
思
想
の
大
幅
な
、
異
常
な
狭
阻
化
で
あ
る
」
と
述
べ
て

いる
だ
け
で
あ
る
。

ト
レ
ル
チ
の
『
社
会
教
説
』
と
《
社
会
学
的
基
本
図
式
》
（
高
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
九



一
六
〇

六
　ト
マ
ス
の
社
会
哲
学
と
中
世
の
《
社
会
学
的
基
本
図
式
》

（
一
）
古
代
教
会
の

社
会
教説
と
中
世
盛
期
の
社
会
教
説
の
違
い

　ト
マ
ス
が
中
世
キ
リ
ス
ト
教
統
一
文
化
に
ふ
さ
わ
し
い
倫
理
思
想
を
構
築
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
紙
面
の
関
係
で
省
略
す
る
。
ト
マ
ス

に
と
っ
て
決
定
的
な
こ
と
は
自
然
法
〔
則
〕
の
新
し
い
理
解
で
あ
る
。
つ
ま
り
古
代
教
会
に
お
い
て
ス
ト
ア
の
自
然
法
の
受
容
と
キ
リ
ス

ト
教
的
改
造
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
絶
対
的
な
自
然
法
〔
則
〕
と
相
対
的
な
自
然
法
〔
則
〕
が
後
退
し
、
救
い
と
積
極
的
な
上
昇
と
い
う

性格
が
強
調
さ
れ
る
。
自
然
法
〔
則
〕
は
今
や
神
秘
的
恩
寵
共
同
体
の
自
然
的
前
段
階
に
過
ぎ
な
い
。
つ
ま
り
自
然
の
国
は
恩
寵
の
国
の

玄関
と
な
る
。
二
つ
の
国
は
共
通
の
目
的
を
持
ち
、
ま
た
共
通
の
《
社
会
学
的
基
本
図
式
》
を
持
つ
。
こ
の
《
社
会
学
的
基
本
図
式
》
か

ら
統
一
的
な
社
会
哲
学
が
出
て
く
る
こ
と
が
出
来
る
し
、
ま
た
出
て
こ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（二
）
中
世
の
社
会
学
的
基
本
図
式
の
獲
得

　ト
マ
ス
の
思
想
は
複
雑
な
も
の
で
あ
り
、
借
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
事
実
的
・
歴
史
的
に
制
約
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
今
や
こ
れ
ら

の

根底
に
あ
る
キ
リ
ス
ト
教
的
《
社
会
学
的
基
本
図
式
》
の
意
味
と
内
容
を
認
識
す
る
こ
と
が
重
要
な
の
で
あ
る
。

（三
）
有
機
的
組
織

　
初
期カ
ト
リ
シ
ズ
ム
か
ら
始
ま
る
有
機
的
組
織
の
中
で
は
各
成
員
は
自
分
の
名
誉
と
目
的
を
持
つ
が
、
全
体
の
た
め
に
彼
に
ふ
さ
わ
し

い

機
能を
引
き
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
他
面
、
教
会
外
の
社
会
形
成
物
に
属
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
差
別
が
共
同
体
の
中
へ
入
っ
て
く

る
。
こ
う
い
う
差
別
に
対
し
て
キ
リ
ス
ト
教
の
社
会
理
念
は
愛
の
家
父
長
主
義
と
い
う
思
想
を
用
い
た
。
か
く
て
ト
レ
ル
チ
は
次
の
よ
う

に言
う
。
「
今
や
両
者
が
、
即
ち
有
機
体
の
理
念
と
家
父
長
制
の
理
念
が
中
世
の
社
会
教
説
に
よ
っ
て
基
本
図
式
の
意
味
と
し
て
取
り
出
さ



れ
、
中
世
の
本
来
の
〈
精
神
〉
と
し
て
発
展
さ
せ
ら
れ
る
」
（
H
”
b
。
O
『
）
。

（四
）
家
父
長
主
義

　
聖
職者
、
修
道
士
、
平
信
徒
と
い
っ
た
中
世
の
教
会
の
身
分
構
成
、
並
び
に
社
会
生
活
の
同
時
的
な
身
分
構
成
が
有
機
体
の
思
想
に
結

び
つ
いた
。
「
部
分
や
構
成
メ
ン
バ
ー
の
従
順
な
相
互
関
係
は
家
父
長
的
理
念
の
大
い
な
る
強
調
に
よ
っ
て
の
み
可
能
な
の
で
あ
る
。
部
分

や

構成
メ
ン
バ
ー
は
、
個
々
の
ケ
ー
ス
に
お
い
て
は
、
強
制
力
に
よ
っ
て
の
み
自
分
の
地
位
に
納
ま
っ
て
い
る
。
換
言
す
れ
ば
、
部
分
や

構成
メ
ン
バ
ー
は
原
理
的
に
不
自
由
と
い
う
大
き
な
要
素
を
か
か
え
て
い
る
。
し
か
も
同
時
に
カ
ス
ト
制
的
な
伝
統
主
義
の
理
念
に
よ
っ

て今
の
状
態
の
中
に
留
め
お
か
れ
て
い
る
」
（
H
b
㊤
゜
。
）
。
古
代
ゲ
ル
マ
ン
社
会
も
家
父
長
制
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
自
然
的
な
権
力
の
家
父

長制
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
キ
リ
ス
ト
教
的
家
父
長
制
は
自
発
的
な
服
従
と
配
慮
の
あ
る
義
務
と
い
う
家
父
長
制
と
な
っ
た
。

（五
）
有
機
的
組
織
と
家
父
長
主
義
の
内
的
関
係

　
有
機
的

組織
と
家
父
長
主
義
は
密
接
に
関
係
し
て
い
る
。
「
有
機
的
組
織
の
連
帯
的
統
一
は
ゲ
マ
イ
ン
デ
と
キ
ル
へ
の
思
想
か
ら
生
じ

る
。
こ
の
思
想
に
お
い
て
す
べ
て
の
成
員
は
キ
リ
ス
ト
の
或
い
は
キ
リ
ス
ト
の
体
の
一
部
分
で
あ
る
」
（
H
”
。
。
O
b
。
h
°
）
。
「
全
く
同
時
に
キ
リ

ス
ト
の
愛
の
理
念
か
ら
家
父
長
制
が
理
解
さ
れ
得
、
導
き
出
さ
れ
る
。
但
し
こ
こ
で
は
教
会
内
的
ま
た
社
会
内
的
諸
グ
ル
ー
プ
を
連
帯
的

愛
の団
体
へ
融
合
す
る
こ
と
が
問
題
な
の
で
は
な
く
て
、
生
活
の
要
求
の
中
で
の
ひ
い
き
或
い
は
無
視
と
し
て
主
観
的
に
感
じ
ら
れ
る
不

平等
の
差
別
が
問
題
な
の
で
あ
る
」
（
H
”
ω
R
）
。
無
視
さ
れ
た
人
が
ひ
い
き
さ
れ
た
人
か
ら
援
助
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。

（六
）
有
機
的
組
織
と
家
父
長
主
義
の
対
立

　
こ
の
二
つ
の
概
念
は
非
常
に
近
い
関
係
に
あ
る
が
、
対
立
す
る
機
能
も
持
っ
て
い
る
。
「
有
機
的
組
織
の
概
念
が
意
味
す
る
統
一
と
は
そ

れ
故
全体
の
魂
と
し
て
教
会
を
承
認
す
る
こ
と
で
あ
る
。
…
…
こ
の
概
念
は
あ
ら
ゆ
る
グ
ル
ー
プ
、
身
分
並
び
に
勢
力
が
相
互
に
配
慮
し

ト
レ
ル
チ
の
『
社
会
教
説
』
と
《
社
会
学
的
基
本
図
式
》
（
高
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六
一



一
六
二

あ
う
と
い
う
必
然
性
を
、
即
ち
完
全
な
社
会
的
関
係
を
意
味
し
、
そ
し
て
そ
れ
故
に
、
調
和
が
破
ら
れ
る
と
き
、
こ
の
調
和
を
再
建
す
る

要
求を
意
味
す
る
。
…
…
し
か
し
そ
の
こ
と
で
も
っ
て
有
機
的
組
織
の
理
念
は
キ
リ
ス
ト
教
社
会
学
の
活
動
的
な
、
形
成
的
な
、
批
判
的

な
そ
し
て
時
に
必
要
に
応
じ
て
革
命
的
な
原
理
で
あ
る
」
（
H
ω
9
匂
　
）
。
有
機
的
組
織
は
組
織
に
自
浄
能
力
を
与
え
ら
れ
て
い
る
。

　
「
こ
れ
に
反
し
、
家
父
長
制
理
念
の
中
に
は
組
織
の
保
守
的
な
、
一
切
を
安
定
さ
せ
る
、
実
際
の
状
況
を
承
認
す
る
性
格
が
あ
る
。
…
…

こ
の
面
で
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
社
会
学
は
保
守
的
に
、
伝
統
的
に
、
い
や
多
く
の
点
で
は
静
寂
主
義
的
に
働
い
て
い
る
」
（
H
”
°
。
O
°
。
）
。
キ
リ

ス
ト
教
保
守
主
義
は
こ
こ
か
ら
来
る
a
で
あ
る
。

（七
）
諸
対
立
の
調
整

　
有
機
的

組織
が
よ
り
一
層
適
用
さ
れ
る
か
或
い
は
家
父
長
主
義
が
よ
り
一
層
適
用
さ
れ
る
か
は
そ
の
都
度
論
じ
ら
れ
た
。
進
歩
す
る
傾

向
が
適
用
さ
れ
る
の
か
或
い
は
安
定
し
た
傾
向
が
適
用
さ
れ
る
の
か
、
こ
の
混
合
が
カ
ト
リ
ッ
ク
的
思
考
の
特
徴
で
あ
る
。
更
に
こ
れ
の

源
泉を
ギ
リ
シ
ャ
・
ロ
ー
マ
の
、
ゲ
ル
マ
ン
の
、
聖
書
の
理
念
に
求
め
る
よ
り
も
、
中
世
の
社
会
学
的
基
本
図
式
で
あ
る
有
機
的
組
織
の

理
念と
家
父
長
制
の
理
念
か
ら
理
解
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
都
度
の
決
定
は
カ
ト
リ
ッ
ク
の
場
合
教
会
的
権
威
に
よ
っ
て
下
さ
れ
た
。

そ
の
た
め
に
教
会
は
た
え
ず
ト
マ
ス
へ
帰
っ
て
い
っ
た
。

七　
ル
タ
ー
並
び
に
ル
タ
ー
派
の
《
社
会
学
的
基
本
図
式
》

（
一
）
ルタ
ー
の
宗
教
理
念

プ
ロ

テ

ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
の
社
会
学
的
形
成
の
根
底
に
あ
る
ル
タ
ー
の
宗
教
理
念
は
何
で
あ
る
か
。
ル
タ
ー
は
律
法
に
対
し
て
恩
寵
を



主
張し
た
と
い
う
よ
り
は
、
恩
寵
と
は
何
で
あ
る
か
を
問
う
た
。
「
こ
の
新
し
い
恩
寵
概
念
の
本
質
的
な
こ
と
は
、
恩
寵
は
も
は
や
サ
ク
ラ

メ
ン
ト
的
に
注
が
れ
る
神
秘
的
な
奇
蹟
の
実
体
で
は
な
く
て
、
信
仰
・
確
信
・
心
術
・
認
識
と
信
頼
に
よ
っ
て
わ
が
も
の
と
さ
れ
る
神
の

心術
、
即
ち
福
音
と
キ
リ
ス
ト
の
愛
と
心
術
に
お
い
て
人
間
に
と
っ
て
認
識
可
能
な
罪
を
許
す
神
の
愛
の
意
志
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で

あ
る
」
（
H
藁
G
。
刈
）
。
「
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
の
場
合
に
は
宗
教
の
核
は
祭
司
制
、
サ
ク
ラ
メ
ン
ト
、
服
従
と
神
秘
主
義
に
あ
る
よ
う
に
、
プ
ロ
テ

ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
の
場
合
に
は
く
〔
神
の
〕
言
葉
V
に
よ
っ
て
ひ
き
お
こ
さ
れ
る
信
仰
の
心
術
の
う
ち
に
宗
教
の
核
が
あ
る
。
そ
れ
は
教
階

制的
、
サ
ク
ラ
メ
ン
ト
的
宗
教
に
代
る
信
仰
と
確
信
の
宗
教
で
あ
る
」
（
却
お
゜
。
h
）
。

　こ
の
基
本
態
度
の
う
ち
に
更
な
る
諸
帰
結
が
一
部
は
直
接
に
、
一
部
は
間
接
に
含
ま
れ
て
い
る
。

　
「
ま
ず
第
一
に
そ
れ
は
宗
教
全
体
を
信
仰
、
信
頼
と
心
術
の
対
象
で
あ
る
と
こ
ろ
の
も
の
に
還
元
す
る
こ
と
で
あ
る
」
（
押
蕊
㊤
）
。

　
「
第
二
に
、
こ
の
こ
と
の
う
ち
に
宗
教
的
個
人
主
義
が
あ
る
」
（
H
矯
瞠
O
）
。
即
ち
神
と
の
交
わ
り
に
祭
司
の
仲
介
を
必
要
と
し
な
い
。
こ

の

結果
は
原
始
キ
リ
ス
ト
教
的
万
人
祭
司
制
と
平
信
徒
宗
教
の
復
興
で
あ
る
。

　
「
こ
こ
〔
ル
タ
ー
の
宗
教
理
念
の
諸
帰
結
〕
に
存
在
す
る
第
三
の
も
の
は
純
粋
な
心
術
倫
理
の
原
理
で
あ
る
」
（
H
り
置
H
）
。
今
や
、
教
会

の
、
権
威
あ
る
倫
理
法
則
は
重
要
で
は
な
く
、
自
己
の
良
心
の
衝
動
だ
け
が
重
要
な
の
で
あ
る
。

　
「
こ
の
心
術
倫
理
か
ら
第
四
に
こ
の
倫
理
の
現
世
肯
定
、
修
道
院
的
禁
欲
の
除
去
、
職
業
概
念
の
新
形
成
が
生
ま
れ
る
」
（
H
お
b
◎
り
　
）
。
権

威的
な
教
会
ド
グ
マ
の
量
的
な
修
得
が
重
要
な
の
で
は
な
く
て
、
倫
理
的
心
術
そ
の
も
の
が
重
要
な
の
で
あ
る
。

　
「
最
後
〔
第
五
〕
に
、
こ
れ
ら
一
切
の
こ
と
の
根
底
に
あ
る
の
は
多
か
れ
少
な
か
れ
宗
教
的
諸
概
念
の
、
即
ち
神
、
現
世
と
人
間
の
諸
概

念
の新
し
い
着
想
で
あ
る
」
（
H
誌
嵩
）
。
今
や
、
罪
と
は
人
間
の
本
質
〔
神
と
の
信
頼
関
係
〕
を
棄
て
る
こ
と
で
あ
り
、
救
い
と
は
こ
の
本

質を
回
復
す
る
こ
と
で
あ
る
。

ト
レ
ル
チ
の
『
社
会
教
説
』
と
《
社
会
学
的
基
本
図
式
》
（
高
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六
三



一
六
四

　
以
上
が
宗
教
改革
の
宗
教
的
理
念
の
本
質
的
な
も
の
で
あ
る
。
ト
ン
ル
チ
は
こ
の
こ
と
を
「
宗
教
改
革
的
宗
教
理
念
は
聖
書
的
、
共
観

福
音
書
的或
い
は
パ
ウ
ロ
的
・
ヨ
ハ
ネ
的
キ
リ
ス
ト
教
の
単
な
る
再
建
で
は
な
く
て
、
中
世
の
ド
グ
マ
の
、
中
世
の
教
会
と
中
世
の
倫
理

の
、
パ
ウ
ロ
か
ら
汲
み
と
ら
れ
た
信
仰
と
心
術
の
宗
教
へ
の
、
パ
ウ
ロ
的
恩
寵
宗
教
と
キ
リ
ス
ト
宗
教
へ
の
還
元
で
あ
る
」
（
H
退
ミ
h
°
）

と
言
う
。

（二
）
ル
タ
ー
の
《
社
会
学
的
基
本
図
式
》

　ト
レ
ル
チ
は
ル
タ
ー
の
社
会
学
的
基
本
図
式
と
い
う
項
を
設
け
て
い
な
い
が
、
上
述
に
お
い
て
「
第
二
」
の
と
こ
ろ
で
、
福
音
の
宗
教

的
個
人
主
義
が
復
活
し
た
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
中
世
の
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
の
「
祭
司
制
、
サ
ク
ラ
メ
ン
ト
、
服
従
と
神
秘
主
義
」
を
否
定

し
た
こ
と
は
有
機
的
理
念
を
否
定
し
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
身
分
の
階
層
性
の
否
定
、
即
ち
平
信
徒
宗
教
の
復
興
で
あ
る
か
ら
、

キ
リ
ス
ト
教
徒
は
皆
兄
弟
と
い
う
思
想
、
即
ち
普
遍
主
義
の
回
復
と
な
る
は
ず
で
あ
る
が
、
ル
タ
ー
の
保
守
的
な
性
格
の
故
に
、
神
と
人

間
の
関
係
だ
け
で
な
く
、
人
間
相
互
の
関
係
も
家
父
長
的
に
解
さ
れ
た
（
押
薩
ω
添
題
）
。
し
た
が
っ
て
、
ル
タ
ー
の
社
会
学
的
基
本
図
式

は
宗
教
的
個
人
主
義
と
家
父
長
主
義
で
あ
る
。

（三
）
ル
タ
ー
派
の
《
社
会
学
的
基
本
図
式
》

　

A　
宗
教
的

個
人
主義

　
ルタ
ー
派
の
社
会
学
的
基
本
図
式
も
ル
タ
ー
の
場
合
と
同
様
、
宗
教
的
個
人
主
義
と
家
父
長
主
義
で
あ
る
が
、
以
下
の
文
章
に
見
ら
れ

る
よ
う
に
、
ル
タ
ー
派
の
宗
教
的
個
人
主
義
は
自
分
の
殻
の
な
か
に
と
じ
こ
も
っ
て
い
る
と
い
う
意
味
に
お
い
て
内
面
的
で
あ
る
。

　
「
〈
ル
タ
ー
派
の
キ
リ
ス
ト
教
個
人
主
義
は
〉
外
的
な
出
来
事
と
行
為
と
い
う
最
前
線
か
ら
退
き
、
純
粋
に
自
分
自
身
の
中
に
、
つ
ま
り

外
的
環境
と
法
に
よ
っ
て
、
苦
し
み
や
喜
び
に
よ
っ
て
、
現
世
と
社
会
に
よ
っ
て
か
き
み
だ
さ
れ
な
い
く
内
面
性
と
い
う
殻
の
中
に
閉
じ



こ
も
っ
た
〉
〔
〈
　
V
は
筆
・
者
に
よ
る
〕
」
（
H
℃
経
㊤
h
）
。

　B
　
家
父
長
主
義

　
《
社
会
学
的
基
本
図
式
》
の
概
念
規
定
の
と
こ
ろ
で
引
用
さ
れ
た
文
章
「
神
の
人
間
に
対
す
る
関
係
が
家
父
長
的
で
あ
る
よ
う
に
、
人
間

相
互
の
関
係
も
家
父
長
的
と
な
る
。
（
以
下
省
略
）
」
（
H
”
α
釦
播
）
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
家
父
長
制
に
固
有
の
徳
の
展
開
が
ル
タ
ー
派
の

倫
理
の

総括
と
な
っ
た
。

八　
原
初
の
カ
ル
ヴ
ィ
ニ
ズ
ム
の
宗
教
・
倫
理
思
想
と
《
社
会
学
的
基
本
図
式
》

（
一
）
予定
説

　カ
ル
ヴ
ィ
ニ
ズ
ム
の
倫
理
・
宗
教
思
想
に
お
い
て
第
】
に
重
要
な
も
の
は
予
定
説
で
あ
る
。
ト
レ
ル
チ
は
カ
ル
ヴ
ァ
ン
の
宗
教
思
想
を

論
ずる
に
あ
た
っ
て
神
概
念
で
も
っ
て
始
め
た
。
こ
の
神
概
念
の
表
現
が
予
定
説
な
の
で
あ
る
。
カ
ル
ヴ
ァ
ン
が
予
定
説
に
お
い
て
表
現

し
た
も
の
は
神
の
絶
対
的
主
権
的
意
志
の
性
格
で
あ
る
。

（二
）
宗
教
的
個
人
主
義

　第
二
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
の
は
宗
教
的
個
人
主
義
で
あ
る
。
ル
タ
ー
派
の
個
人
主
義
は
恩
寵
喪
失
を
恐
れ
て
、
罪
の
許
し
に
し
が
み
つ

い
て

いる
が
、
カ
ル
ヴ
ィ
ニ
ズ
ム
の
個
人
主
義
は
選
び
の
仕
事
を
組
織
化
す
る
。
つ
ま
り
個
人
は
至
福
の
な
か
で
休
む
こ
と
で
満
足
す
る

の

では
な
く
て
、
現
世
の
秩
序
の
な
か
に
入
り
、
こ
の
秩
序
に
対
し
て
精
神
的
に
優
位
な
立
場
に
立
っ
て
、
こ
の
秩
序
を
神
の
意
志
に
適

う
よ
う
に
形
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
神
の
意
志
に
適
う
よ
う
に
形
成
す
る
こ
と
が
聖
化
で
あ
り
、
こ
の
聖
化
を
促
進
す
る
た
め

ト
レ
ル
チ
の
『
社
会
教
説
』
と
《
社
会
学
的
基
本
図
式
》
（
高
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六
五



一
六
六

に

選
び
があ
る
。
こ
の
選
び
の
た
め
に
カ
ル
ヴ
ィ
ニ
ズ
ム
は
ル
タ
ー
派
の
よ
う
に
恩
寵
の
喪
失
性
を
知
ら
な
い
。
「
こ
の
個
人
主
義
は
個
人

を
基
本
的
に
教
会
か
ら
独
立
さ
せ
、
選
び
そ
の
も
の
を
個
人
的
な
確
信
の
事
柄
と
さ
せ
る
。
こ
の
点
に
教
会
に
対
す
る
個
人
の
意
図
せ
ざ

る
独
立
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
点
で
セ
ク
ト
タ
イ
プ
の
個
人
主
義
と
軽
く
触
れ
合
う
」
（
H
る
b
。
膳
）
。

（三
）
聖
な
る
ゲ
マ
イ
ン
デ
思
想

　カ
ル
ヴ
ィ
ニ
ズ
ム
の
ゲ
マ
イ
ン
デ
の
課
題
は
ゲ
マ
イ
ン
デ
の
生
活
を
キ
リ
ス
ト
教
化
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
思
想
に
お
い
て
カ
ル

ヴ
ィ
ニ
ズ
ム
は
再
洗
礼
派
と
接
近
す
る
。
し
か
し
両
者
に
お
い
て
聖
な
る
ゲ
マ
イ
ン
デ
を
支
配
す
る
自
然
法
は
異
な
る
。
再
洗
礼
派
に
お

い
て
は
絶
対
的
自
然
法
が
支
配
し
、
公
的
地
位
へ
の
就
任
、
世
俗
法
の
遵
守
、
誓
約
す
る
こ
と
、
並
び
に
戦
争
へ
の
参
加
を
差
し
控
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
カ
ル
ヴ
ィ
ニ
ズ
ム
に
お
い
て
は
相
対
的
自
然
法
が
支
配
す
る
の
で
、
公
的
地
位
へ
の
就
任
等
が
許
さ
れ
る
。

（四
）
カ
ル
ヴ
ィ
ニ
ズ
ム
の
倫
理

　カ
ル
ヴ
ィ
ニ
ズ
ム
の
倫
理
の
諸
特
徴
の
う
ち
で
特
記
す
べ
き
は
カ
ル
ヴ
ィ
ニ
ズ
ム
的
に
教
育
さ
れ
た
諸
民
族
の
倫
理
に
強
い
影
響
を
及

ぼし
た
現
世
内
的
禁
欲
で
あ
る
。
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
は
道
徳
の
二
段
階
性
を
棄
て
、
す
べ
て
の
人
に
対
し
て
同
じ
方
法
で
現
世
否

定
と
現
世
克
服
の
精
神
で
現
世
生
活
を
貫
く
こ
と
を
要
求
し
た
。
し
か
し
こ
こ
で
ル
タ
ー
主
義
と
カ
ル
ヴ
ィ
ニ
ズ
ム
は
別
れ
る
。
ル
タ
ー

主義
は
罪
の
世
界
を
涙
の
谷
間
と
し
て
嘆
く
、
し
か
し
他
面
、
神
の
義
認
を
確
信
に
、
結
果
を
神
に
任
せ
る
。
つ
ま
り
片
や
現
世
に
対
し

て

不安
と
嫌
気
を
感
じ
る
が
、
片
や
現
世
を
神
の
賜
と
し
て
あ
り
が
た
く
享
受
す
る
。
カ
ル
ヴ
ィ
ニ
ズ
ム
は
現
世
を
原
理
に
お
い
て
否
定

し
、
そ
し
て
個
々
に
お
い
て
享
受
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
カ
ル
ヴ
ィ
ニ
ズ
ム
に
と
っ
て
は
現
世
は
全
力
で
も
っ
て
戦
わ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
嫌
悪
で
あ
る
。
神
の
栄
光
、
聖
な
る
ゲ
マ
イ
ン
デ
の
建
設
、
こ
れ
が
カ
ル
ヴ
ィ
ニ
ズ
ム
の
倫
理
の
唯
一
の
目
的
思
想
で
あ
る
。
現

世
で
の
政
治
的
、
経
済
的
、
社
会
的
活
動
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
神
の
栄
光
の
た
め
に
あ
る
。



（五
）
カ
ル
ヴ
ィ
ニ
ズ
ム
の
社
会
学
的
基
本
図
式

　
か

かる
エ
ー
ト
ス
は
世
俗
的
統
治
と
霊
的
統
治
を
統
一
す
る
社
会
、
即
ち
コ
ル
プ
ス
・
ク
リ
ス
テ
ィ
ア
ヌ
ム
を
意
味
す
る
。
ル
タ
ー
派

の

場合
、
コ
ル
プ
ス
・
ク
リ
ス
テ
ィ
ア
ヌ
ム
の
建
設
は
お
上
の
自
発
的
な
慈
善
行
為
で
あ
る
。
カ
ル
ヴ
ィ
ニ
ズ
ム
の
場
合
、
コ
ル
プ
ス
・

ク
リ
ス
テ
ィ
ア
ヌ
ム
は
お
上
と
教
会
と
の
義
務
的
な
共
同
秩
序
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
カ
ル
ヴ
ィ
ニ
ズ
ム
の
場
合
、
コ
ル
プ
ス
・
ク
リ
ス
テ
ィ

ア
ヌ
ム
は
世
俗
的
な
物
事
と
宗
教
的
な
物
事
に
お
い
て
共
通
の
理
想
に
よ
っ
て
魂
を
入
れ
ら
れ
た
と
こ
ろ
の
、
そ
れ
故
に
社
会
学
的
基
本

図
式
が
現
世
に
よ
く
浸
透
し
て
い
る
と
こ
ろ
の
統
一
的
な
社
会
で
あ
る
。

（六
）
人
格
性
お
よ
び
共
同
体
の
理
念
と
社
会
学
的
基
本
図
式

　カ
ル
ヴ
ィ
ニ
ズ
ム
で
は
人
格
性
が
ル
タ
ー
派
と
は
全
く
違
っ
た
形
で
現
れ
る
。
ル
タ
ー
派
に
見
ら
れ
る
神
に
対
す
る
謙
虚
な
自
己
放
棄

と
隣
人
に
対
す
る
愛
情
に
満
ち
た
自
己
放
棄
で
は
な
く
て
、
人
格
的
な
価
値
の
強
い
自
覚
が
、
神
に
よ
る
優
遇
と
責
任
の
高
揚
し
た
感
情

が
人間
の
魂
を
満
た
す
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
こ
の
予
定
の
思
想
に
根
ざ
す
人
格
性
の
理
念
は
近
代
の
個
人
主
義
的
並
び
に
民
主
主
義
的

思
想と
取
り
違
え
ら
れ
て
は
な
ら
な
い
。
予
定
説
は
少
数
者
を
多
数
者
に
対
す
る
支
配
の
た
め
に
召
命
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

　こ
の
人
格
性
を
強
調
す
る
こ
と
で
も
っ
て
共
同
体
理
念
も
独
自
の
仕
方
で
規
定
さ
れ
る
。
共
同
体
は
ル
゜
タ
ー
派
の
場
合
と
違
っ
て
、
神

の

予
定的
な
意
志
か
ら
直
接
生
み
出
さ
れ
る
。
共
同
体
は
義
認
の
歓
喜
を
生
み
出
す
手
段
で
は
な
く
て
、
義
認
と
聖
化
の
目
的
で
あ
る
。

こ
の
共
同
体
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
共
同
体
と
同
様
、
民
族
共
同
体
と
し
て
定
義
さ
れ
る
。
神
は
こ
と
ご
と
く
の
民
族
と
契
約
を
結
ぶ
。
一
方
、

個
々
の
民
族
と
教
会
は
お
互
い
に
結
び
合
い
ま
た
お
互
い
に
作
用
し
あ
う
。
「
キ
リ
ス
ト
教
諸
民
族
の
団
結
、
こ
れ
が
神
の
意
志
で
あ
る
」

（H
”
①
き
）
。
し
た
が
っ
て
、
カ
ル
ヴ
ィ
ニ
ズ
ム
の
基
本
図
式
は
積
極
的
、
活
動
的
で
あ
っ
て
、
有
機
体
と
い
う
植
物
的
な
性
格
を
持
た
な
い

し
、
ま
た
純
粋
な
家
父
長
主
義
の
静
寂
主
義
へ
の
傾
向
を
持
た
な
い
。
辱

ト
レ
ル
チ
の
『
社
会
教
説
』
と
《
社
会
学
的
基
本
図
式
》
（
高
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六
七



一
六
八　
　
゜

　
上記
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
カ
ル
ヴ
ィ
ニ
ズ
ム
で
は
宗
教
的
個
人
主
義
が
回
復
さ
れ
、
ま
た
有
機
体
の
理
念
や
家
父
長
主
義
の
理
念
は
継

承さ
れ
な
い
。
そ
れ
な
ら
ば
、
福
音
の
普
遍
主
義
が
回
復
さ
れ
た
か
と
い
う
と
、
違
っ
た
方
法
が
採
ら
れ
た
。
カ
ル
ヴ
ィ
ニ
ズ
ム
は
コ
ル

プ
ス
・

ク
リ
ス
テ
ィ
ア
ヌ
ム
即
ち
国
家
教
会
で
あ
る
。
カ
ル
ヴ
ィ
ニ
ズ
ム
の
考
え
で
は
、
国
家
教
会
或
い
は
民
族
教
会
単
位
で
全
生
活
が

キ
リ
ス
ト
教
化
さ
れ
、
そ
の
よ
う
な
国
家
教
会
或
い
は
民
族
教
会
が
互
い
に
連
携
す
る
。
こ
の
国
家
或
い
は
民
族
単
位
の
キ
リ
ス
ト
教
化

を
ト
レ
ル
チ
は
キ
リ
ス
ト
教
社
会
主
義
と
呼
ん
で
い
る
（
H
噌
零
①
）
。
か
く
て
カ
ル
ヴ
ィ
ニ
ズ
ム
の
社
会
学
的
基
本
図
式
は
（
一
）
宗
教
的

個
人
主義
、
（
二
）
キ
リ
ス
ト
教
社
会
主
義
で
あ
る
。

九
　
禁
欲的
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
と
《
社
会
学
的
基
本
図
式
》

　
コ
ル
プ
ス
・
ク
リ
ス
テ
ィ
ア
ヌ
ム
の
立
場
を
採
っ
た
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
の
原
初
の
カ
ル
ヴ
ィ
ニ
ズ
ム
は
イ
ギ
リ
ス
へ
渡
っ
て
新
カ
ル
ヴ
ィ
ニ

ズ
ム

に

な
る
。
原
初
の
カ
ル
ヴ
ィ
ニ
ズ
ム
は
国
家
教
会
の
形
態
を
採
っ
た
の
に
対
し
て
、
新
カ
ル
ヴ
ィ
ニ
ズ
ム
は
教
会
へ
の
所
属
を
個
人

の自
由
に
任
せ
る
自
由
教
会
制
度
を
採
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
自
由
教
会
制
度
に
お
い
て
は
国
家
教
会
制
度
に
比
べ
て
、
個
人
の
自
由
が

よ
り
徹
底
さ
れ
た
。
ま
た
新
カ
ル
ヴ
ィ
ニ
ズ
ム
に
お
い
て
は
原
初
の
カ
ル
ヴ
ィ
ニ
ズ
ム
の
社
会
学
的
基
本
図
式
を
構
成
し
た
キ
リ
ス
ト
教

社
会
主義
が
消
失
し
た
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
福
音
の
普
遍
主
義
が
回
復
さ
れ
た
。

　新
カ
ル
ヴ
ィ
ニ
ズ
ム
が
セ
ク
ト
と
融
合
し
、
或
い
は
神
秘
主
義
を
吸
収
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
禁
欲
的
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
と
い

う
大
勢
力
に
な
っ
た
。
禁
欲
的
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
は
中
世
の
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
に
次
ぐ
大
き
な
勢
力
に
な
っ
た
、
と
ト
レ
ル
チ
は
言
っ

て

いる
。



一
〇　
《
社
会
学
的
基
本
図
式
》
は
ト
レ
ル
チ
の
他
の
研
究
と
ど
の
よ
う
に
関
係
す
る
か

（
一
）
ヴ
ィ
ヘ
ル
ハ
ウ
ス
の
「
下
部
構
造
に
突
き
刺
さ
っ
た
云
々
」
と
い
う
解
釈
の
検
討

　
本
稿

「
一　
ト
レ
ル
チ
研
究
史
に
お
け
る
《
社
会
学
的
基
本
図
式
》
の
考
察
の
過
程
」
に
お
い
て
「
ヴ
ィ
ヘ
ル
ハ
ウ
ス
の
こ
の
解
釈
に

つ
い
て
は
後
に
取
り
上
げ
る
」
と
記
し
た
件
を
検
討
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ヨ

　
ヴ
ィ
ヘ
ル
ハ
ウ
ス
は
下
部
構
造
に
突
き
刺
さ
っ
て
い
る
「
あ
る
特
定
の
、
当
該
の
文
化
圏
に
固
有
の
心
的
性
質
」
（
H
月
ω
α
ρ
）
が
《
社

会
学
的

基
本図
式
》
だ
と
い
う
の
で
あ
る
が
、
こ
の
ヴ
ィ
ヘ
ル
ハ
ウ
ス
の
解
釈
は
正
し
い
で
あ
ろ
う
か
。
ト
レ
ル
チ
の
『
歴
史
主
義
と
そ

の

諸問
題
』
の
当
該
の
箇
所
の
文
脈
と
そ
こ
に
付
け
ら
れ
た
ト
レ
ル
チ
の
註
か
ら
考
え
る
と
、
伝
統
的
な
商
取
引
か
ら
近
代
資
本
主
義
経

済
へ
の
転
換
に
は
、
ヴ
ェ
ー
バ
ー
の
『
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
の
倫
理
と
資
本
主
義
の
精
神
』
に
お
い
て
主
張
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
物

質
的な
条
件
が
揃
っ
た
だ
け
で
は
不
十
分
で
、
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
の
「
時
は
金
な
り
」
の
精
神
、
つ
ま
り
「
近
代
資
本
主
義
の
精
神
」
が
必

要
で
あ
る
と
い
う
主
張
が
な
さ
れ
て
い
る
と
解
さ
れ
う
る
。
つ
ま
り
「
あ
る
特
定
の
、
当
該
の
文
化
圏
特
有
の
心
的
性
質
」
と
い
う
の
は

ヴ
ェ
ー
バ
ー
の
い
う
「
近
代
資
本
主
義
の
精
神
」
の
よ
う
な
も
の
を
ト
レ
ル
チ
は
考
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
《
社
会
学
的

基
本図
式
》
は
例
え
ば
、
中
世
の
生
活
諸
領
域
に
共
通
し
て
根
底
に
あ
る
精
神
に
当
た
る
。
し
た
が
っ
て
、
近
代
の
生
活
諸
領
域
の
根
底

にあ
る
精
神
が
合
理
性
の
精
神
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
が
経
済
生
活
に
表
れ
た
と
き
に
「
近
代
資
本
主
義
の
精
神
」
と
な
る
の
で
は
な

い

だろ
う
か
。
《
社
会
学
的
基
本
図
式
》
と
い
う
の
は
ト
レ
ル
チ
固
有
の
概
念
で
あ
る
か
ら
、
ト
レ
ル
チ
の
倫
理
学
体
系
に
は
収
ま
る
可
能

性
が
あ
る
と
し
て
も
、
マ
ル
ク
ス
の
体
系
に
は
収
ま
ら
な
い
と
筆
者
は
主
張
す
る
。

ト
レ
ル
チ
の
『
社
会
教
説
』
と
《
社
会
学
的
基
本
図
式
》
（
高
辱
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六
九



一
七
〇

（二
）
《
社
会
学
的
基
本
図
式
》
が
ト
レ
ル
チ
倫
理
学
体
系
に
収
ま
る
か
ど
う
か
の
検
討

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ぜ

　ト
レ
ル
チ
著
『
歴
史
主
義
と
そ
の
克
服
』
に
よ
れ
ば
、
ト
レ
ル
チ
の
倫
理
学
は
二
元
論
で
あ
る
。
片
や
、
人
格
性
並
び
に
良
心
の
道
徳
、

片
や
、
文
化
価
値
の
倫
理
か
ら
な
る
二
元
論
で
あ
る
。
人
格
性
及
び
良
心
の
道
徳
は
無
時
間
的
に
し
て
超
歴
史
的
な
規
範
の
領
域
に
属
す

る
も
の
で
あ
る
。
「
然
る
に
倫
理
的
文
化
価
値
と
い
う
も
の
は
事
情
を
全
く
異
に
す
る
。
倫
理
的
文
化
価
値
は
、
徹
底
的
に
歴
史
的
形
成
物

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
お
り

であ
り
、
家
族
、
国
家
、
法
、
経
済
的
自
然
支
配
、
学
問
、
芸
術
と
宗
教
と
い
う
種
々
な
る
大
き
な
文
化
領
域
に
分
か
れ
て
い
る
」
。
「
こ

れら
の
種
々
な
る
文
化
領
域
は
当
初
は
倫
理
学
の
研
究
対
象
に
は
全
然
な
ら
ず
、
わ
れ
わ
れ
が
体
系
的
精
神
科
学
と
呼
ん
で
い
る
と
こ
ろ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ま

の固
有
の
そ
し
て
独
立
し
た
諸
科
学
の
研
究
対
象
な
の
で
あ
る
」
。
諸
科
学
が
生
活
の
諸
領
域
が
現
在
と
未
来
に
お
い
て
採
る
べ
き
形
態
を

探
求
す
る
に
及
ん
で
、
「
諸
科
学
は
倫
理
学
に
流
れ
込
む
。
…
…
こ
の
倫
理
学
へ
流
れ
込
む
と
き
に
は
じ
め
て
こ
れ
ら
の
生
活
諸
領
域
は
ど

の

程
度

〈
共
通
の根
と
共
通
の
目
標
〉
を
持
っ
て
い
る
か
と
い
う
問
題
が
生
じ
る
。
こ
の
〈
共
通
の
根
と
共
通
の
目
標
〉
の
お
か
げ
で
こ

れら
生
活
諸
領
域
は
そ
の
全
体
と
し
て
一
定
の
大
い
な
る
そ
し
て
比
較
的
永
続
的
な
全
体
状
況
の
中
で
く
精
神
V
の
展
開
と
し
て
そ
の
活

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
む

動
のさ
ま
ざ
ま
な
方
向
に
向
か
っ
て
考
察
さ
れ
う
る
」
〔
〈
　
〉
は
筆
者
に
よ
る
〕
。
教
会
の
《
社
会
学
的
基
本
図
式
》
が
こ
の
〈
精
神
〉
に

当
た
る
か
ど
う
か
を
検
討
し
よ
う
。

　
教
会
の

社
会
学
的
基
本図
式
が
社
会
全
体
に
浸
透
し
た
と
き
に
、
教
会
の
社
会
学
的
基
本
図
式
が
上
記
の
く
精
神
V
に
な
り
う
る
。
こ

の

基準
に
従
え
ば
、
中
世
の
社
会
学
的
基
本
図
式
は
上
記
の
く
精
神
V
で
あ
る
。
宗
教
改
革
時
代
の
場
合
、
カ
ル
ヴ
ィ
ニ
ズ
ム
の
社
会
学

的
基
本
図
式
は
社
会
全
体
に
浸
透
し
た
の
で
問
題
な
い
と
し
て
、
ル
タ
ー
・
ル
タ
ー
ト
ウ
ム
の
場
合
は
教
会
の
社
会
学
的
基
本
図
式
が
社

会
全体
に
完
全
に
は
浸
透
し
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
コ
ル
プ
ス
・
ク
リ
ス
テ
ィ
ア
ヌ
ム
で
あ
る
か
ら
、
教
会
の
社
会
学
的
基
本
図
式
は
上

記
の

く
精神
V
と
み
な
さ
れ
て
よ
い
。
し
か
し
古
代
と
啓
蒙
時
代
以
降
の
教
会
の
社
会
学
的
基
本
図
式
は
社
会
全
体
に
浸
透
し
な
か
っ
た



の
で
、
上
記
の
〈
精
神
〉
に
は
な
り
え
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
教
会
の
社
会
学
的
基
本
図
式
は
ト
レ
ル
チ
の
倫
理
学
体
系
に
完
全
に

は
収
ま
り
え
な
い
。

（三
）
《
社
会
学
的
基
本
図
式
》
と
キ
リ
ス
ト
教
の
本
質
論
と
の
関
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
む

　
教
会
の

社
会
学的
基
本
図
式
と
ト
レ
ル
チ
の
キ
リ
ス
ト
教
本
質
論
と
の
関
係
は
ど
う
か
。

　
「
〈
キ
リ
ス
ト
教
の
本
質
〉
と
い
う
表
現
は
近
代
の
、
批
判
的
並
び
に
発
展
史
的
歴
史
研
究
と
関
連
し
て
い
る
。
シ
ャ
ト
ブ
リ
ア
ン
の
『
キ

リ
ス
ト
教
の
真
髄
』
（
一
八
〇
二
年
）
と
と
も
に
初
め
て
〈
キ
リ
ス
ト
教
の
本
質
〉
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
、
そ
し
て
そ
の
こ
と
に
よ
っ

て
ロ

マ
ン

主義
の
歴
史
観
と
文
芸
の
な
か
に
こ
の
言
葉
の
始
原
が
あ
る
こ
と
を
わ
れ
わ
れ
に
指
し
示
し
て
い
る
。
ド
イ
ツ
観
念
論
と
ド
イ

ツ
ロ
マ
ン
主
義
の
人
た
ち
以
来
α
器
O
ぼ
団
ω
8
昌
嘗
目
と
い
う
言
葉
が
口
に
さ
れ
る
。
α
器
0
ぼ
団
ω
8
ロ
言
ヨ
は
新
約
聖
書
の
教
え
、
或
い
は

イ
エ
ス
の
教
え
、
或
い
は
教
会
の
教
え
、
或
い
は
信
仰
告
白
の
教
え
を
言
っ
て
い
る
の
で
は
な
く
て
、
た
く
さ
ん
の
歴
史
的
現
象
の
な
か

で
〔
キ
リ
ス
ト
教
を
〕
推
進
す
る
一
つ
の
理
念
か
ら
理
解
さ
れ
る
キ
リ
ス
ト
教
的
生
命
全
体
を
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
多
く
の
者
に
と
っ

て

意識
さ
れ
ざ
る
、
そ
し
て
歴
史
的
抽
象
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
把
握
さ
れ
う
る
精
神
的
統
一
体
が
、
キ
リ
ス
ト
教
的
に
規
定
さ
れ
た
歴
史

の多
様
性
の
な
か
で
発
展
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
統
一
体
が
意
識
に
ま
で
高
め
ら
れ
る
と
キ
リ
ス
ト
教
の
本
質
に
な
る
」
（
H
押
ω
㊤
H
－
ω
旨
、

但
し
意
訳
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
り

　
以
上
のト
レ
ル
チ
の
考
え
方
を
ア
ド
ル
フ
・
フ
ォ
ン
・
ハ
ル
ナ
ッ
ク
『
キ
リ
ス
ト
教
の
本
質
』
と
比
較
す
る
と
き
、
違
い
は
明
ら
か
で

あ
る
。
ハ
ル
ナ
ッ
ク
は
キ
リ
ス
ト
教
の
本
質
は
福
音
に
あ
る
と
解
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
ト
レ
ル
チ
は
キ
リ
ス
ト
教
の
本
質
と
は
キ
リ

ス
ト
教
を
推
進
し
て
い
く
生
命
が
意
識
に
ま
で
高
め
ら
れ
た
も
の
と
解
し
て
い
る
。
す
る
と
こ
の
生
命
が
意
識
に
高
め
ら
れ
て
表
現
さ
れ

た
も
の
が
《
社
会
学
的
基
本
図
式
》
で
あ
る
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ハ
ル
ナ
ッ
ク
の
場
合
、
キ
リ
ス
ト
教
の
本
質
で
あ
る
福
音
は
変

ト
レ
ル
チ
の
『
社
会
教
説
h
と
《
社
会
学
的
基
本
図
式
》
（
高
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
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二

わら
な
い
。
そ
れ
に
対
し
て
ト
レ
ル
チ
の
場
合
、
キ
リ
ス
ト
教
を
推
進
し
て
い
く
生
命
が
意
識
に
高
め
ら
れ
、
現
実
に
現
れ
る
姿
が
福
音

であ
り
、
パ
ウ
ロ
で
あ
り
、
初
期
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
で
あ
り
、
中
世
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
で
あ
り
、
ル
タ
ー
並
び
に
ル
タ
ー
派
で
あ
り
、
カ
ル
ヴ
ィ

ニ
ズ
ム

であ
り
、
禁
欲
的
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
キ
リ
ス
ト
教
を
推
進
し
て
い
く
生
命
が
意
識
に
ま
で
高
め

ら
れ
、
そ
れ
を
簡
潔
に
表
現
し
た
も
の
が
教
会
の
、
或
い
は
場
合
に
よ
っ
て
は
セ
ク
ト
の
《
社
会
学
的
基
本
図
式
》
で
あ
る
と
わ
れ
わ
れ

は
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
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